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資料２



コミュニティ・スクールは、育てたい子供像、目指すべき教育のビジョンを
保護者や地域と共有し、目標の実現に向けてともに協働していく仕組み。
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（地域学校協働本部）

推進員
（コーディネーター）

コミュニティ・スクール
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学校を地域が支援
する活動が中心
【ボランティアとして
参加のイメージ】

学校を地域が連携し
一緒に活動する
ことが中心

【サポーターとしても参加
のイメージ】

目標を共有し，学校と地域が
それぞれの立場から
目標達成を目指し

具体的に活動することが中心
【パートナーとして参加のイメージ】

協働型 コミュニティ・スクールとは？
地域とともにある学校づくり



協働型 コミュニティ・スクールとは？
地域とともにある学校づくり
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育てたい子ども像や目指すべき教育ビジョン
「地域の子どもたちにどんな力をつけたいか？」

誰もが理解しやすい共通の目標

地域
住民

学校

保護者

～ 共通の目標に向かって，それぞれの立場で主体的に取り組む ～

http://illust-hp.com/img/information-m1.png
http://illust-hp.com/img/information-m1.png


学校運営協議会の様子
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地域が主催する「夏の学習会」
（国府小学校）
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地域の方々による1年生の給食支援
（稲生小学校）
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若松地域づくり協議会の方が消毒作業（若松小）
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深伊沢地域づくりの取組
（鈴西小・加佐登小・椿小・深伊沢小）

【どろんこ，田植え，稲刈り，餅つき, わらペンギンづくり】

・子どもの生の姿，自由な活動，子どものはちきれる笑顔

・鈴西小学校児童全員に案内
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河曲地域づくり協議会の方による除草作業
（神戸中）
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桜の苗木植樹（桜島小学校）
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地域住民とともに
地域の未来を語るワークショップ

（明生小学校）
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地域の方の案内で海軍航空隊跡を見学する。
（旭が丘小学校）
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神戸高校の生徒による学習支援
（神戸中学校）
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子どもが主役の学校運営協議会づくりへ
～子どもたちへの「支援」から，子どもの「主体性」と

「協働」を軸に～

『鈴鹿市コミュニティ・スクール研修会』

講師：ＣＳマイスター髙木先生

日時：５月１４日(金)
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１０年を経過した鈴鹿市のコミュニティ・スクールを

より一層「協働型」の取組を進めていくために



地域の願い・地域の目標は何だろう？

将来の地域の担い手である

「現在の子どもたち」を

育てることが地域の役割
地域の子ども活動の弱点は何だろう？

 招待型活動：何もかも大人たちが準備

 打ち上げ花火型活動：面白そうな活動を大人が準備

 帳面消し型活動：一年交替の役員が去年をまねて実施

 おもらい型活動：お菓子や飲み物で子どもをつる
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子どもは「お客さん」？

『鈴鹿市コミュニティ・スクール研修会』から



『鈴鹿市コミュニティ・スクール研修会』から

家庭では：「お手伝い」でなく

「家庭の一員としての仕事」を。

地域自治会では：子どもを「自治の一員」として

向き合い託しましょう。

学校では：「自分のことは自分でします」

「自分でできることは手伝いません」

そのために，家庭・地域にも理解しやすい

「具体的な目標の設定」を熟議でめざそう
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目標：地域・社会に貢献する人
地域を愛する心と態度を育む

学校での取組
1.委員会や係活動で自分の役割をもって行動できるようにする
2.学校行事を通して成長できる環境をつくる
3.防災訓練を行い、災害に備える

子どもたちの取組
1.ボランティアに参加する
2.自分から進んであいさつをする
3.交通ルールを守る

家庭での取組
1.交通ルールを守って安全に登下校できるようにする
2.大人が子供に挨拶などの手本を示す

地域での取組

1.防災の取組を広げ、災害に備える
2.大人が子供に挨拶などの手本を示す
3.安全で安心な環境を作る
4.交通事故に合わない環境をつくる
5.お祭りやイベントを通して、地域社会に貢献する意識を育む

具体的な目標設定 《三鷹中央学園の例》

『鈴鹿市コミュニティ・スクール研修会』から
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学校と地域がパートナーとなることで・・・
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学校と地域がパートナーとなることで・・・

将来の地域の担い手である子どもたちの育成
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目標
達成

家庭

学校

地域

目標達成

家庭

学校
地域

目標も一緒だけど
やることも一緒

↓
合わせるのが大変！！

それぞれが
できる方法でアプローチ

↓
無理なく，持続可能！！

学校と地域がパートナー ≠ 一緒に活動すること
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これからの鈴鹿市のコミュニティ・スクール

協働型コミュニティ・スクールについての理解

学校と地域が目標を共有

適切な役割分担を行い，主体的に活動

地域とともにある学校づくり


